じゅん-) つ 

しく 話して やる。 すると、 それが 旬日なら ずして、 小 

説になる。 自分が 小説 を 書く の も、 同じ 事 さ。 唯、 技 

巧が、 多くの場合、 全然 僕の 気に入らな いがね、 それ 

は、 まあ 仕方がな いさ。 

尤も、 ほんた うらし く 見せかけ るのに は、 いろんな 

条件が 必要 だよ。 僕 自身、 僕の 小説の 主人公になる 事 

^ん ぽん 

も ある。 或は、 僕の 友 だち の 夫婦関係 を 粉本に、 ちょ 

いと 借用す る 事 も ある。 が、 決して、 モデル 問題 は 起 

ら ない。 起らない 害さ。 モデル 自身 は、 実際、 僕の 提 

供す る 材料の やうな 事 をして はゐな いんだし、 僕の 友 

だち の 小説家 も、 それが 姦通と か、 竊盗 とか、 シリア 



スな 事に なれば なる 程、 徳義 上、 モデルの 名 は 出さな 

いからね。 そこで、 その 小説が 活字になる。 作家 は 原 

〈- つま ハ 

稿料 を 貰 ふ。 どうかす ると、 僕 を よんで、 一 杯 やらう 

と 云 ふやうな 事になる。 実は、 僕の 方が、 作家に 礼 を 

すべき 害な の だが、 向 ふで、 嬉しがって、 する の だか 

ら させて 置く のさ。 

所が、 この間、 弱った 事が あった。 なに、 K の 奴 を、 

小説の 主人公に して 見た のさ。 何しろ 先生 あの 通り、 

トルストイ ヤン だから、 あいつが、 芸者に 関係して ゐ 

る 事に したら、 面白から うと 思って、 さう 云 ふ 情話 を、 

創作して しまったの だね。 すると、 その 小説が 出て、 



五六 日す ると、 K が 僕の 所へ やって来て、 恨が ましい 

事 を 並べて るぢゃ あない か。 いくら、 あれ は 君の 事 を 

書いた ので はない と 云っても、 承知し ない。 始めから、 

僕の 手から 出た 材料で はない と 云って しまへば、 よか 

つたの だが、 それ をし なかった のが、 こっちの 落度 さ。 

が、 僕が K の 話 をした 小説家と 云 ふの は、 気の 小さい、 

大学 を 出た ての 男で、 K 君の 名誉に 関る 事 だから 位、 

おどかして 置けば、 決して、 モデルが 誰 だ なぞと 云 ふ 

事 を、 吹聴す る 男ぢゃ あない。 そこで、 怪しい と 思つ 

たから、 民に、 何故 君が モデル だと 云 ふ 事が わかった 

と、 追窮 したら、 驚いた ね、 実際 K の 奴が、 かくれて 



芸者 遊び をして ゐ たの だ。 それ も、 箒な の だら うぢ 

や あない か。 仕方がな いから、 僕 は、 表面上、 K の 私 

行 を 発いた と 云 ふ 罪 を 甘受して、 K に 謝罪した がね。 

まるで、 寃 罪に 伏した 事になる の だから、 僕 もい い 迷 

惑 さ。 しかし、 それ以来、 僕の 提供す る 材料が、 嘘で 

はない と 云 ふ 事が、 僕の 友 だち の 小説家 仲間に、 確証 

まん V- ら ば か 

された からね。 満更、 莫迦 を 見た わけで もない と 云 ふ 

もの さ。 

だが、 たまに は、 面白い 事 も あるよ。 僕 は、 いっか 

M が、 他人の 細君に 恋して ゐ ると 云 ふ 話 を 創作した。 

もっと きはん じう リん 

尤も 一 切の 社会的 覊絆を 蹂躪して、 その 女と 結婚す 



る 事が 男らしい 如く、 自分の 恋 を 打明けずに おくの も 

男らしい と 云 ふ 信念から、 依然として、 童貞 を 守りな 

がら、 その 女と きれいな 交際 をして ゐ ると 云 ふ 筋な の 

だが ね。 すると、 それ を 聞いた 僕の 友 だち の 小説家 は、 

それ以来、 大に M に 推服して しまった ぢゃ あない か。 

実は、 M 位、 誘惑に 負け 易い、 男らしくない 人間 はな 

いの だが ね。 それ を 見て ゐ ると、 いくら 僕で も、 笑 は 

ずに は ゐられ ない よ。 

君 は、 いやな 顔 をす るね。 僕 を、 罪な事 をす る 男 だ 

とで も、 思って ゐ るの だら う。 隠した つて、 駄目 だよ、 

商売 がら、 僕の 診察に 間違 ひ はない。 医者と 云 ふ もの 



ちが ひなから う。 さう すると、 噓の 材料 を 提供す ると 

云 ふ 事と、 実際の それ を 提供す ると 云 ふ 事との 差が、 

一般に 考 へて ゐ るよりも、 少なくな つてく る。 それな 

ら、 昔から、 出たら め を、 小説家 や 詩人に 話した 奴が、 

たくさん 

沢山 ゐ たら うぢ や あない か。 出たら めと 云 ふと、 人 聞 

きが 悪い がね。 実は、 立派な 想像の 産物 さ。 

まあ、 そんなむ づ かしい 顔 をす るの は、 よし 給へ。 

n 才ヒィ 

それより その 珈琲で ものんで、 一 しょに 出かけよう。 

さう して、 あの 電燈の 下で、 ベ エト ォ フェン でも 聞か 

う。 ヘル デン. レエべ ンは、 自動車の 音に 似て ゐ るか 

ら、 好きだと 云 ふ 男が、 ジ アン . クリストフの 中に、 



出て 来る ぢゃ あない か。 僕の ベ エト ォ フェンの 聞き方 

も、 あの 男と 同じ かも 知れない。 事によると、 人生と 

云 ふ ものの 親方 もね。 …… 

(大正 五 年 八月 十九 日) 
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